
節分とは季節を分けるという意味でした
から、本来立春、立夏、立秋、立冬の前日が
すべて節分でした。江戸時代以降、立春の
前日のみを指すようになりました。

自分の都合に合わせて
数をごまかすことをいい
ます。生の鯖は「生き腐
れ」といわれ、足が早い
ので急いで数えました。
そのため数をごまかすこ
とが多かったそうです。

　学校教育をめぐる環境や状況は日々
変化し、子どもの成長や発達の状況も
従来とは大きく違ってきました。その
ために、「昔取った杵柄」だけでは対
処できません。ここに教員に不断の研
修が求められる理由があります。
　教師の研修には、教育委員会や教育
センターなど公的な機関が実施する講
座等のほか、テーマを設けて実施する
学校内での研修（学校研修）や民間の
教育団体や研究会に自主的に参加する
研修（自主研修）があります。それぞ
れに利点がありますが、校内での研修
がきわめて重要だと考えます。
　校内では全教師が同じ子どもたちを
観察し指導していますから、子どもた
ちの実態や課題を容易に共有すること
ができます。学校での研修は子どもの
名前をだして理解し合うことができ、
共通した問題意識のもとに改善策を話
し合い、その結果を子どもたちの指導
に直接生かすことができます。成果を
みんなで確認しさらに改善させること
もできます。学校研修には、こうした
営みを日常的に実施できるところに最
大の利点があります。
　自校の子どもの実態からスタートし
て、自校の子どもの成長や課題解決に

生かすという意味で、学校研修は「地
産地消」だといえます。ここに「教員
は学校で育つ」といわれる理由があり
ます。ここでは、計画的、組織的に実
施される研修と、インフォーマルなか
たちで実施される研修があります。後
者は教育談議などといわれ、いわゆる
井戸端会議のようなものです。
　教師の研修は改まった場所で、時間
を特定して行われるだけでなく、同僚
とのふだんの会話のなかでも行われま
す。その意味で、毎日の職務をよりよ
く遂行していくことそのものが研修だ
といえます。そのためには校内に互い
を認め合い、高め合う温かい人間関係
が醸成されることが重要です。

　校内研修にうかがった学校の校長か
ら次のような話を聞きました。
　「毎月、校内で研究授業を実施して
います。研究が深まるにつれて、職員
室での先生方の話題が変わってきまし
た。以前は先生方の愚痴や子どもの問
題点を言い合うことが多かったのです
が、いまでは子どもの成長の様子が話
題になっています。『○○さんはこの
ような発言をしてきた』などと、授業
での子どもの様子を話す教員が増えて
きました。」

　研修や研究の熱心な学校にはいくつ
かの共通点や特色があることに気づき
ます。まず、校長や研修（研究）主任
を中心にした先生方のまとまりを感じ
ます。子どもを中心に据えた話題が多
いことも共通しています。授業研究の
場にうかがうと、授業をよりよくやり
たいという先生方の意気込みが伝わっ
てきます。若い先生はベテランの先生
から学びたい。一方ベテランの先生は
自分の実践や経験などを若い先生に伝
えたいという願いをもっています。共
に学び合う人間関係がつくられている
ところにも特色があります。
　学校では研修（研究）会といった計
画されたフォーマルな場で学び合うこ
とができます。しかしそれは決められ
た時間であり、話の内容も制約されて
います。いつでも、どんなことでも、
気軽に相談できるのは、ふだんの職員
室です。むしろ、かしこまって話すよ
り、本音が言えたり聞けたりするもの
です。助言を受けたい先生の教室をた
ずねて、掲示物や板書事項などを見な
がら話すことも効果的です。
　困ったことや課題を、ひとりで抱え
込まず、周囲の同僚に、いつでも、ど
のようなことでも、だれにでも相談で
きる人間関係のなかで教師は育ちま
す。共に高め合う支持的な職場環境づ
くりを進めたいものです。 
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●学校で同僚の先生方から学んだことは、すぐに子どもたちの指導に生かすこと
ができます。学校は教師を育てる重要な研修の場です。
●教師は授業や子どもについて自由に語り合い、共に高め合う温かい人間関係の
なかで育っていきます。
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支持的風土が教師を育てる
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　学級での指導の効果を高めるために
は、保護者の協力が欠かせません。子
どもは教師と保護者が協働して関わる
ことで成長していくからです。
　例えば給食の時間に、子どもたちの
健康のことやいま話題になっている食
品ロスのことを考えて、「できるだけ
好き嫌いをせずに、残さず食べましょ
う」と指導しても、そのことが家庭で
も徹底されなければ、効果は期待でき
ません。まして学校の方針と逆のこと
が家庭で行われると、徹底されず指導
の効果があがりません。
　担任は学級経営や指導の方針を保護
者にしっかり伝え、保護者がそれを理
解し、学校と家庭が協力して同じ方針
で子どもに関わることで、指導やしつ
けの効果が生まれるものです。両者が
ちぐはぐになっていては、困るのは子
どもたちです。あらゆる場面で「理解
と協力」が対で語られるのはこうした
意味をもっています。
　家庭との協力の内容は、すべての保
護者に共通して求めることと、個別の
保護者に依頼することがあります。前
者は、ＰＴＡなどの役員の協力を得た
り保護者会の場を活用したりします。
後者は、個々の子どもや家庭の状況を
踏まえて個別に話し合います。
　いずれにおいても大切なことは、保
護者に担任の指導の方針や方法をわか
りやすく伝えることです。また、担任
は保護者のどのような願いや悩みでも
聞き入れる、心のゆとりと広い度量を
もつことです。ときには、耳の痛いこ
とを言われることがあるかもしれませ
ん。家庭との協力体制づくりとは、教
師と保護者が信頼し合える人間関係を
地道に構築することだといえます。 

　野村芳兵衛は、岐阜県で分団学習を
取り入れるなど大正自由教育の実践に先
導的に取り組んでいました。大正１３年
（１９２４年）４月に、岐阜県内の小学校
から東京・池袋に移り住み、開校したばか
りの私立池袋児童の村小学校に訓導とし
て赴任しました。児童の村小学校は、当
時子どもの自由を最大限重視するという方
針のもとに教育活動を展開していました。
　この言葉は、野村が児童の村小学校
に赴任して２年間の実践を踏まえ取りまと
めた『新教育に於ける学級経営』に収め
られています。
　野村は「昨日の思想と明日の思想とを
理解し、現実の生活に立脚した万人の協
力的創造が教育である」と、「教育は訓

練ではなく創造である」と定義づけていま
す。「昨日の思想」とは、過去の考え、
既存の伝統的な価値観のことです。それ
に対して、「明日の思想」とは、将来を見
据えて、おとながつくり出した価値観のこ
とです。野村によると、いずれもそれによっ
て子どもを縛ることは、訓練であって、教
育ではないといっているのです。
　野村は、「子供は我が人生の伴侶で
ある」「子供は親の子であっても、親の
所有物ではない」ともいっているように、
子どもをおとなの同行者として捉えていま
した。野村は家庭や地域におけるおとな
と子どもの関係と、学校における教師と
子どもの関係は同様であるという見方や
捉え方をしていたのです。

　文部科学省は令和４年８月に「当面
は、紙の教科書とデジタルの教科書を
併用する」との方針を打ち出し、現在
小学校５・６年と中学校の英語科、それ
に一部の算数科・数学科でデジタル教
科書が提供されています。内容は紙の
教科書と同じです。
　興味深い調査結果が公表されてい
ます。財務省が実施した令和５年度に
おけるデジタル教科書と紙の教科書の
活用状況です。それによると、英語科で
の教科書の使用について、「紙とデジ
タルを併用している」と答えた割合は８８％
と、ほぼ文部科学省の方針に沿った結
果でした。ちなみに「紙のみ」は９％、
「デジタルのみ」は３％でした。

　「紙とデジタルを併用している」と答
えた教員にどちらの教科書の使用が多
いかを聞いたところ、「デジタルが多い」
は３５％であったのに対して、「紙が多い」
は５３％でした。紙の教科書が中心に使
用されていることがわかりました。これは
紙の教科書が使い慣れているからだと
思われます。
　デジタル教科書の使用頻度はけっし
て高いとはいえないようです。これに
は、紙の教科書とデジタルの同じ内容
の教科書をいかに効果的に併用して
使用するか、この辺りの戸惑いもあるよ
うです。使用方法の開発が求められま
す。また、両者が同じ内容であることの
問題点を指摘する声もあります。
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の利点があります。紙の最大の利点は、デバイス
を必要とせず、気軽にアクセスできること。デジ
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昨日の思想によって、子供を縛るのは教育でなくて訓練である。
明日の思想によって、子供を縛るのも亦教育でなくて訓練である。
教育は訓練ではない。創造である。

新学級
経営の基礎知識

「教育の小径」の
すべてのバックナンバーを
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教師のリアクション力
－「指導と評価の一体化」とは何か－

\ ご注文は文溪堂代理店まで /
北先生の新刊です！

「指導と評価の一体化」としての
教師の適切なリアクションを
具体的な事例をもとに解説！
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